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道 標 オリンピック・パラリンピック教育 ～ 2020 年に向けて～
オリンピック・パラリンピックは開催都市と国に大

きな社会変革をもたらし，レガシーとして有形・無形
の良い影響を継承している。その中には，平和主義，
社会的マナー，積極的社会貢献など，人間としての生
き方の根本に関するものが存在している。1964 年東
京大会では，大会の成功・日本人の活躍により国民が
自信と希望を取り戻し，「パラリンピック」という言
葉を初めて使用したことなどから，他者を思いやる心
も回復した。その考え方や理念はレガシーとして現在
まで引き継がれている。これは IOC の示すオリンピッ
クの３つの価値（卓越，友情，敬意／尊重）や IPC の
示すパラリンピックの４つの価値（勇気，決意，平等，
鼓舞）に通ずるものであり，子どもたちに伝えていく
べきものである。

文部科学省ではオリンピック・パラリンピックレガ

シー創出に向け，スポーツ・カルチャー・イノベーショ
ン・ヒューマン・ユニバーサルと５つの分野から目標
を立てそれぞれ具体的取組を行っている。いずれの目
標も日本が誇る「強み・深み」を再発見し，ショーケー
スとして世界にアピール・発信すると共に，次の世代
への贈り物として継承することを大目標としている。

また本県においても「２０２０年東京オリンピッ
ク・パラリンピックに向けた千葉県戦略」の中でオリ
ンピック・パラリンピック教育の重要性を取り上げて
いる。
「スポーツは世界と未来を変える力がある」といわ

れる。２０２０年東京大会に向け，オリンピック・パ
ラリンピック教育の目標と内容を検討し，子どもたち
にどのような力を育んでいくか考えなくてはいけな
い。本号がその一助となれば幸いである。
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